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消費者委員会食品表示部会及び栄養表示に関する調査会に提出された

トランス脂肪酸に関する立石委員提出資料について

平成２６年４月１５日

食品安全委員会事務局

○ 平成２６年３月１２日に開催された消費者委員会食品表示部会第３回栄養表示に

関する調査会及び同月２６日に開催された消費者委員会第２８回食品表示部会の立

石委員提出資料（「トランス脂肪酸」に関する意見書」）における「食品安全委員

会 食品健康影響評価の概要」は、食品安全委員会の食品健康影響評価書の一部を

恣意的に抜粋するとともに、評価書にない文言が加筆されている。これは、消費者

を始めとした国民に、トランス脂肪酸のヒトの健康への影響に関して誤った情報を

与えるものであり、極めて遺憾である。ここに、食品安全委員会が科学的に行った

食品健康影響評価を説明する資料を改めてとりまとめた。

○ トランス脂肪酸についてはこのように、パブリックコメントを経て結論を導いた

科学的評価が終了しており、これを基本に議論が行われるべきものである。

１．食品健康影響評価取りまとめの経緯及び概要

食品安全委員会は、平成２４年３月に 「食品に含まれるトランス脂肪酸」に係る食

品健康影響評価を行った。

この評価書は、１６名の専門家（平成２３年１０月以降は１４名）による平成２２年

４月から平成２３年８月までの７回の新開発食品専門調査会での審議、同年１１月の国

民からの御意見・情報の募集（パブリックコメント）を踏まえて作成されたものである。

評価に用いた資料は、ヒトにおける疫学調査結果、食品中のトランス脂肪酸含有量調

査結果、トランス脂肪酸摂取量推計等の２３３の文献、参考資料であり、この全てにつ

いて内容を精査し、試験等から得られた結果・データが統計的に有意であるか否か、海

外におけるデータが食環境の異なる日本人に当てはまるのか等を逐一確認しながら評価

を行った。

その結果、平均的な日本人より多いトランス脂肪酸摂取量を基にした諸外国における

研究結果によれば、トランス脂肪酸の摂取により、冠動脈疾患の発症については増加す

る可能性が高いと考えられた。しかしながら、現時点の平均的な日本人の摂取量におい

て、これらの疾病罹患リスク等と関連があるかは明らかでなかった。トランス脂肪酸の

摂取量について、日本人の大多数が WHO の勧告（目標）基準であるエネルギー比の 1

％未満であり（硬化油及び食用植物油由来のトランス脂肪酸に限定すると、摂取量の 99

パーセンタイル値でもエネルギー比 1%を超える性・年齢階級はなかった）、また、健

康への影響を評価できるレベルを下回っていることから、通常の食生活では健康への影
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響は小さいと考えられると結論した（食品健康影響評価書の要約）。

その上で、日本人の個人の栄養摂取バランスに幅があることから、①脂質に偏った食

事をしている個人においては、トランス脂肪酸摂取量のエネルギー比が 1 ％を超えてい

ることがあると考えられるため、留意する必要があること、②トランス脂肪酸はヒトに

不可欠なものではないことから、できるだけ摂取を少なくすることが望まれるが、脂質

は重要な栄養素であることから、脂質全体の摂取バランスにも配慮した、栄養バランス

のよい食事を心がけることが必要であること、③食品中のトランス脂肪酸低減に伴い、

含有量の増加傾向が認められた飽和脂肪酸については、「日本人の食事摂取基準（2010

年版）」での目標量の上限を超える性・年齢階級がある（女性の 20 ～ 39 歳で、飽和脂

肪酸の摂取量の中央値が目標量（18 歳以上でエネルギー比 4.5 ～ 7.0%）の上限を上回

っていた）ことから、今後とも留意が必要であることを記述している。

２．立石委員提出資料についての食品安全委員会の見解

立石委員提出資料の「食品安全委員会 食品健康影響評価の概要」は、例えば以下の

部分について、食品安全委員会が作成した評価書の内容とは全く異なるものである。

【「食品安全委員会 食品健康影響評価の概要」について】

・ （１）に「排卵障害による不妊への影響……が報告されている」との記載があるが、

評価書 P.58 には、「トランス脂肪酸摂取量の最大５分位群（エネルギー比 2.3 ％）に

おける排卵障害による不妊の相対危険は、最小５分位群（エネルギー比 0.9 ％）に比

べて、年齢、BMI、喫煙、身体活動量など計 11 項目で補正後、1.31（0.88 ～ 1.95）

に増加傾向を示したが有意ではなかった。」との記載があり、適切ではない。

・ （２）に「トランス脂肪酸摂取量をエネルギー比 0.1%減少させると 1.15%の心筋

梗塞発症が減少し、約 9,000 人の虚血性疾患の疾患数……、年間約 500 人の（心筋梗

塞）死亡者数の減少が期待できる」との記載があるが、評価書 P.50 には、「コホート

研究のメタアナリシスでは、相対危険は 1.23（1.11 ～ 1.37）となり、エネルギー比 2

％のトランス脂肪酸摂取量増加は 23 ％の冠動脈疾患増加をもたらすことが推定され

ている。」と記載し、評価書 P.70 に「エネルギー比 2 ％のトランス脂肪酸を炭水化

物又は他の脂肪酸に置き換えた場合、冠動脈疾患リスクに影響すると報告されている

が、これらの報告はトランス脂肪酸摂取量の多い欧米における報告であり、日本にお

ける報告はない。」と記載しており、エネルギー比 0.1 ％の減少による心筋梗塞発症

の減少、虚血性心疾患の疾患数の減少及び心筋梗塞の死亡者数の減少に関して、評価

書では具体的な数字は記載していない。

・ （３）に「（トランス脂肪酸について日本人において）高摂取者の摂取量や、その

頻度については推定できていない」との記載があるが、評価書 P.71 において「平成 18

年度食品安全委員会調査のトランス脂肪酸含有量を用いて推定した摂取量の 1 ～ 29

歳の男性及び 1 ～ 59 歳の女性の 99 パーセンタイル値並びに 1 ～ 6 歳の男性の 95 パ

ーセンタイル値がエネルギー比 1%を超えているが、硬化油及び食用植物油由来のト
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ランス脂肪酸に限定すると、エネルギー比 1%は超えなかった。」と評価しており、

立石委員提出資料における上記記載は適切ではない。

・ （４）に「2%のエネルギーのトランス脂肪酸を他の栄養素に置きかえた場合は、

冠動脈疾患が 23%減少（となる）」との記載があるが、、評価書 P.70 に「エネルギー

比 2 ％のトランス脂肪酸摂取量を飽和脂肪酸に置き換えると、冠動脈疾患リスクは 17

％（7 ～ 25 ％：95 ％信頼区間）減少し、一価不飽和脂肪酸に置き換えると 21 ％（12

～ 30 ％：95 ％信頼区間）減少し、多価不飽和脂肪酸に置き換えると 24 ％（15 ～ 33

％：95 ％信頼区間）減少する。」と記載しており、他の栄養素に置き換えた場合の 23

％減少については言及されていない。また、飽和脂肪酸について、評価書 p.74 に「食

品中のトランス脂肪酸低減に伴い、含有量の増加傾向が認められた飽和脂肪酸につい

ては、「日本人の食事摂取基準（2010 年版）」での目標量の上限を超える性・年齢階

級があることから、今後とも留意が必要である」と記載している。

・ （５）～（７）について、評価書にそのような記載はない。

また、立石委員提出資料の参考資料（「2012 年 3 月食品安全委員会報告書「新開発食

品評価書 食品に含まれるトランス脂肪酸」より抜粋」）についても、評価書の一部の

文章を任意につなぎ合わせている、評価書にない表やグラフを記載している等、「抜粋」

と記載することが適切でないものが数多く含まれている。

食品安全委員会が行った食品健康影響評価は添付した資料のとおりである。

別添１：食品健康影響評価書「食品に含まれるトランス脂肪酸」抜粋（要約部分）

別添２：食品健康影響評価書「食品に含まれるトランス脂肪酸」概要

別添３：食品健康影響評価書「食品に含まれるトランス脂肪酸」Ｑ＆Ａ

（参考）

食品健康影響評価書「食品に含まれるトランス脂肪酸」

http://www.fsc.go.jp/sonota/trans_fat/iinkai422_trans-sibosan_hyoka.pdf

消費者委員会食品表示部会第３回栄養表示に関する調査会（平成２６年３月１２日）

立石委員提出資料

http://www.cao.go.jp/consumer/kabusoshiki/syokuhinhyouji/doc/e140312_sankou1-2.pdf

消費者委員会第２８回食品表示部会（平成２６年３月２６日）立石委員提出資料

http://www.cao.go.jp/consumer/kabusoshiki/syokuhinhyouji/doc/140326_sankou4.pdf
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